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平成１５年度 県消費生活センターにおける消費者相談の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．消費者相談受付状況 

平成１５年度に県消費生活センタ

ーに寄せられた消費者相談件数は、前

年度より３，５１２件増の１０，５９

９件（前年度比１．５倍）で、過去最

高の件数となっています。 
消費者相談は、著しい増加傾向にあ

り、３年前と比べても２倍を超える受

付件数になっています。 
また、相談件数の約１２％にあたる 

１，２２５名の方が相談のために県消

費生活センターを訪れました。 
 
２．苦情相談における相談者の状況 

平成１５年度における苦情相談件数は１０，００５

件ですが、契約当事者本人からの相談は７，２２７件

（72.2％）となっています。 
相談者を性別にみると、女性からの相談は５，０５

８件（50.6％）となっており、前年度より７．８ポイ
ント低くなっています。 
また、年齢別にみると、３０歳代からの相談が最も多

く、次いで４０歳代となっています。 
 

 

問合せ先 
 和歌山市西汀丁２６ 県経済センター２階 
  県消費生活センター 担当 若林、玉石 ℡ 073-433-0241 
 田辺市朝日ヶ丘２３番１号 県西牟婁総合庁舎１階 
  県消費生活センター紀南支所 担当 楠本℡ 0739-24-0999 

相談者の年齢別苦情相談件数 

消費者相談件数の推移
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問合せ・要望 941 912 823 642 635 655 594

苦情相談 3,118 3,383 3,631 4,339 5,178 6,432 10,005

平成９年
度
平成10年
度
平成１１
年度
平成１２
年度
平成１３
年度
平成１４
年度
平成１５
年度

男 性 女 性 不明・団体 計 比率 男 性 女 性 不明・団体 計 比率
１０歳代 136 48 0 184 1.8% 67 24 91 1.4%
２０歳代 980 615 0 1,595 16.0% 469 467 936 14.5%
３０歳代 1,304 1,226 0 2,530 25.3% 610 902 1,512 23.5%
４０歳代 889 1,126 0 2,015 20.1% 490 939 1,429 22.2%
５０歳代 591 996 0 1,587 15.9% 389 719 1,108 17.2%
６０歳代 347 445 0 792 7.9% 226 348 574 9.0%
７０歳以上 179 255 0 434 4.3% 144 203 347 5.4%
不明・団体 302 347 219 868 8.7% 164 156 115 435 6.8%
合  計 4,728 5,058 219 10,005 100.0% 2,559 3,758 115 6,432 100.0%

平成１５年度 平成１４年度

相談者の性別

女性
50.6%

男性
47.2%

不明・
団体
2.2%

合計 4,059 4,295 4,454 4,981 5,813 7,087 10,599
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前年度と比較すると、すべての年齢

層で相談が増加していますが、特に増加

傾向が顕著なのが１０歳代から４０歳

代の男性と１０歳代の女性です。 
これは、携帯電話のサイト利用等を

きっかけにした身に覚えのない請求に

関する相談が急増したことが要因です。 
相談者の居住地では、和歌山市に居

住 す る 方 の 相 談 が 全 体 の 約 半 数

（48.7%）を占めており、次いで田辺市、
西牟婁郡内の 12.3%、那賀郡内の 9.9%となっています。 

 
３．苦情相談の概要 
【商品・サービス別】 
苦情相談は、商品そのものに対す

る相談と、役務の提供などサービス

に対する相談に大別されます。 
最近の傾向としては、サービスに

対する苦情相談が急増しています。 
これは、携帯電話のサイト利用等

に関する「オンライン等関連サービ

ス」や、「フリーローン・サラ金」等

への相談が多く寄せられたことによ

るものです。 
 
【苦情相談ワースト１０】 

最も多く寄せられた苦情相談は、前年度と同様「オンライン等関連サービス」に関

するものです。相談件数は、前年度の３．２倍となっており、携帯電話のサイト利用

等をきっかけとした身に覚えのない請求に関する相談が大部分を占めています。 
次に相談が多かったのは「フリーローン・サラ金」に関するもので、うち債権回収

に関する相談が４５％、ヤミ金融に関する相談が２５％を占めています。 

相談者の居住地

和歌山市
48.7%

海南市、海草郡
4.9%

那賀郡
9.9%

橋本市、伊都郡
6.8%

有田市、有田郡
5.7%

御坊市、日高郡
6.6%

田辺市、
西牟婁郡
12.3%

新宮市、
東牟婁郡
3.6%

無回答、他府県
1.5%

商品・サービス別苦情相談構成比の推移

53.8%

53.7%
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39.2%

24.6%
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平成１１年度

平成１２年度
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平成１４年度

平成１５年度

商品 サービス その他

順位 商品 ・サービス分類
平成15
年度

平成14
年度

増  減 伸び率 具体的な商品 ・サービスの内容

1 オンライン等関連サービス 4 ,0 3 8 1 ,2 4 7 2 ,7 9 1 32 3 .8 % 身に覚えのない情報料の請求など

2 フリーローン・サ ラ金 1 ,4 7 1 7 5 2 71 9 19 5 .6 % 消費者ローン 、カードローン、債権回収 、ヤ ミ金融など

3 資格取得用教材 183 13 8 4 5 13 2 .6 % ホームページ作成用 CDロム、旅行関連資格教材など

4 工事 ・建築 182 1 6 0 2 2 11 3 .8 % 屋根工事 、塗装工事 、電気 ・ガス工事など

5 リースサービス 147 9 2 5 5 15 9 .8 % 電話 ・ＦＡＸのリースなど

5 不動産貸借 147 13 1 1 6 11 2 .2 % 賃貸マンション 、駐車場の賃貸借など

7 資格講座 143 13 2 1 1 10 8 .3 % 行政書士資格講座、旅行関連資格講座など

8 他の台所用品 132 77 5 5 17 1 .4 % 浄水器など

9 商品一般 127 11 3 1 4 11 2 .4 % 会員権 、商品券など

10 ふ とん類 126 1 1 7 9 10 7 .7 % 羽毛ぶ とん 、羊毛ぶとんなど
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その他、増加が目につくものとしては、電話・ＦＡＸ等の「リースサービス」と浄

水器等の「他の台所用品」に関する相談があげられます。なお、「リースサービス」な

ど会社や個人事業者などからの相談は、消費者保護法令が適用されないため解決が難

しく契約前に十分注意することが必要です。 
 
【年代別苦情相談ワースト】 
契約当事者の年代により寄せられる苦情商品・サービスの内容に特徴がみられます。 
年代別にみて苦情相談が最も多く寄せられたものは、４０歳代以下は「オンライン

等関連サービス」、５０歳代と６０歳代は「フリーローン・サラ金」、７０歳以上は「ふ

とん類」の販売となっています。 

３０歳代苦情上位
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２０歳代苦情上位
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７ ０ 歳 以 上 苦 情 上 位
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合計上位
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【購入先の販売形態別】 
苦情相談における購入先の販売形態を

みると、販売業者の店舗以外の場所で契約

したり、販売業者と対面せずに購入する 
“特殊販売”（訪問販売、通信販売等）に

よるものが 76.8%を占めています。 
また、特殊販売の中では、通信販売に

よるものが 5,188件と最も多く、前年度の
約２．３倍と急激に増加しました。 

 

 

 

【販売形態別苦情相談ワースト５】 
販売形態別による苦情商品・サービス内容の上位は下表のとおりとなっています。 
店舗販売以外の特殊販売のうち、訪問販売では「リースサービス」、「工事・建築」が、

また、各種の情報伝達手段を利用して購入する通信販売では「オンライン等関連サー

ビス」が、電話勧誘販売では「資格取得用教材」、「資格講座」が、最も多い苦情相談

となっています。 
 順 位 店 舗 販 売 1 ,1 2 4件 順 位 訪 問 販 売 1 ,4 4 0件

1 フ リー ロ ー ン ・サ ラ金           1 3 9 1 リ ー ス サ ー ビ ス 13 3
2 不 動 産 貸 借                     1 1 8 2 工 事 ・建 築 11 8
3 四 輪 自 動 車                     5 2 3 ふ とん 類 10 5
4 工 事 ・建 築 45 4 他 の 台 所 用 品 99
5 ク リー ニ ン グ 36 5 新 聞 92

順 位 通 信 販 売 5 ,1 8 8件 順 位 電 話 勧 誘 販 売 78 9件
1 オ ン ラ イ ン 等 関 連 サ ー ビ ス 3 ,5 1 4 1 資 格 取 得 用 教 材 13 3
2 フ リー ロ ー ン ・サ ラ金 1 ,0 4 6 2 資 格 講 座 91
3 資 格 取 得 用 教 材 44 3 フ リー ロ ー ン ・サ ラ 金 83
3 資 格 講 座 44 4 教 養 娯 楽 教 材 62
5 電 話 サ － ビ ス 39 5 ワ ー プ ロ ・パ ソ コ ン 内 職 46

順 位 マ ル チ ・マ ル チ ま が い 17 8件
1 他 の 台 所 用 品 26
2 健 康 食 品 22
3 商 品 一 般 11
4 ふ とん 類 2
4 教 養 娯 楽 教 材 2

販売形態 平成15年度 平成14年度 対前年比

店舗購入 1,124 1,217 92.4%

訪問販売 1,440 1,333 108.0%

通信販売 5,188 2,235 232.1%

電話勧誘販売 789 888 88.9%

マルチ・マルチまがい 178 167 106.6%

ネガティブ・オプション 22 30 73.3%

その他無店舗 67 65 103.1%

不明・無関係 1,197 497 240.8%

計 10,005 6,432 155.6%

店舗・特殊販売別苦情相談構成比の推移

22.5%

26.5%

26.6%

18.9%

11.2%

60.7%

62.4%

65.2%

73.4%

76.8%

16.8%

11.1%

8.2%

7.7%

12.0%
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平成11年度
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平成13年度

平成14年度

平成15年度

店舗購入 特殊販売 不明・無関係
苦情相談の販売形態

訪問販売
14.4%

店舗購入
11.2%

通信販売
51.8%

ネガティブ・
オプション
0.2%

その他
無店舗
0.7%

電話勧誘
販売
7.9%

マルチ・マ
ルチまがい
1.8%

不明・無関
係
12.0%
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また、個人を商品の販売員として勧誘し、さらに次の販売員を勧誘すれば収入があが

るとして販売活動をさせ、連鎖的に販売組織を拡大するマルチ・マルチまがい商法につ

いては「他の台所用品」、「健康食品」が多くなっています。 
 
（訪問販売の方法） 
訪問販売にはいくつかの販売方法の形

態があり、件数的には家庭を訪問する「家

庭訪問販売」が圧倒的に多いのですが、近

年、消費者保護法令の適用のない公共機

関・会社等が狙われているのか「職場訪問

販売」が増加傾向にあります。 
その他、販売目的を隠して人を集め、無

料で日用品等を配りながら雰囲気を盛り上

げて、高額な商品を販売するＳＦ（催眠）

商法や、本来の販売目的を告げずに電話や

ハガキなどで呼び出し、ネックレス・指輪

等を売りつけるアポイントメントセールスなどがありますが、各販売方法ごとに対象

商品・サービスについて特徴が見られます。 

                                   
【販売形態別契約者年齢】 
寄せられた苦情相談を販売形態別にみると、その契約者の年代ごとに特徴がみられ

ます。 
通信販売と電話勧誘販売では、３０歳代を中心に２０歳代、４０歳代の順に多く、

マルチ・マルチまがい商法では、２０歳代が最も多くなっています。 
 

訪問販売の方法

家庭訪
問販売
55.0%

キャッチ
セールス
1.0%

次々販売
3.1%

その他･分
類不可
16.8%

アポイントメ
ント
6.1%

ＳＦ商法
6.9%

職場訪
問販売
11.1%

順 位 家 庭 訪 問 販 売 7 9 2件 順 位 職 場 訪 問 販 売 1 5 9件

1 工 事 ・建 築 9 6 1 リ ー ス サ ー ビ ス 8 1

2 他 の 台 所 用 品 8 8 2 防 災 ・防 犯 用 品 3 7

3 新 聞 7 1 3 他 の 住 居 用 電 気 器 具 8

4 修 理 サ － ビ ス 6 7 4 ト－ ス タ－ 類 6

5 ふ とん 類 4 9 4 広 告 代 理 サ － ビ ス 3

順 位 Ｓ Ｆ商 法 9 9件 順 位 ア ポ イ ン ト メ ン ト セ ー ル ス 8 8件

1 ふ とん 類 4 9 1 ネ ッ ク レ ス 3 0

2 磁 気 治 療 器 具 1 7 2 指 輪 1 5

3 家 庭 用 電 気 治 療 器 具 1 5 3 複 合 サ ー ビ ス 会 員 1 1

4 医 療 用 具 6 4 ア ク セ サ リ － （そ の 他 ） 5

5 商 品 一 般 5 4 教 養 娯 楽 教 材 5

順 位 キ ャ ッ チ セ ー ル ス 1 5件 順 位 次 々 販 売 4 5件

1 化 粧 品 4 1 健 康 食 品 6

2 エ ス テ テ ィ ッ ク サ ー ビ 3 1 ネ ッ ク レ ス 6

3 基 礎 化 粧 品 1 2 工 事 ・建 築 3

3 健 康 食 品 1 2 ふ とん 類 3

3 室 内 装 飾 品 1 2 指 輪 3
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 訪問販売をみると、家庭訪問販売では７０歳以上の契約者が33.5%と一番多く、次い
で６０歳代となっていますが、職場訪問販売では契約者の年齢層が少し下がり５０歳

代と４０歳代が中心となっています。 
なお、ＳＦ（催眠）商法では、７０歳以上が49.5%と半数近くを占め、６０歳代も約
３割となっているなど被害が高齢者に集中している傾向が表れています。 
逆に、アポイントメントセールスやキャッチセールスでは、逆に２０歳代の若者からの

相談が圧倒的に多く、それぞれ84.1％、80.0％を占めています。 

＜参考＞苦情相談における販売形態別の契約者年齢 

通信販売による苦情の契約者年齢

２０歳代
26.5%

３０歳代
31.9%

４０歳代
16.6%

７０歳以上
1.7%

無回答
2.7%
10歳代以下
9.1%

６０歳代
3.4%

５０歳代
8.1%

電話勧誘販売による苦情の
契約者年齢

３０歳代
25.7%

５０歳代
9.5%

６０歳代
7.2%

４０歳代
17.8%

無回答
8.6%７０歳

以上

11.7%

10歳代
以下0.5%

２０歳代
19.0%

マルチ・マルチまがいによる苦情の
契約者年齢

４０歳代
11.2%

５０歳代
12.9%

６０歳代
5.6%

３０歳代
23.6%

２０歳代
35.4%

10歳代
以下1.7%

無回答
6.2%

７０歳以上
3.4%

販売形態 合  計 10歳代以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上 無回答
店舗購入 1,124 31 168 269 172 176 127 64 117
訪問販売 1,440 9 170 147 188 164 213 367 182
通信販売 5,188 473 1,373 1,654 863 419 178 88 140
電話勧誘販売 789 4 150 203 140 75 57 92 68
マルチ・マルチまがい 178 3 63 42 20 23 10 6 11
ネガティブ・オプション 22 1 2 0 0 6 2 3 8
その他無店舗 67 1 7 19 7 10 10 9 4
不明・無関係 1,197 71 223 279 146 120 83 54 221
合　　計 10,005 593 2,156 2,613 1,536 993 680 683 751

家庭訪問販売による苦情の
契約者年齢

４０歳代
13.5%

６０歳代
15.8%

７０歳以上
33.5%

５０歳代
9.9%

無回答
7.3%

10歳代以下
0.6% ２０歳代

6.9%

３０歳代
12.5%

職場訪問販売による苦情の
契約者年齢

４０歳代
18.2%

５０歳代
20.1%

不明・
無関係

30.2%

２０歳代
1.9%

３０歳代
6.3%

６０歳代
12.6%

７０歳以上
10.7%

ＳＦ商法による苦情の契約者年齢

７０歳以上
49.5%

無回答
11.1%

２０歳代
1.0%
４０歳代
3.0% ５０歳代

6.1%

６０歳代
29.3%

アポイントメントセールスによる
苦情の契約者年齢

２０歳代
84.1%

４０歳代
4.6%

３０歳代
10.2%

５０歳代
1.1%

キャッチセールスによる苦情の
契約者年齢

２０歳代
80.0%

３０歳代
6.7%

10歳代
以下

13.3%

次々販売による苦情の
契約者年齢

２０歳代
31.1%

６０歳代
17.8%

７０歳以上
33.3%

５０歳代
6.7%

４０歳代
6.7%

３０歳代
4.4%




